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(57)【特許請求の範囲】
【請求項１】
　ゲートオンパルスを受ける複数のゲート線、
　データ信号を受ける複数のデータ線、及び、
　前記複数のゲート線と前記複数のデータ線に連結されているスイッチング素子を含み、
前記複数のゲート線と前記複数のデータ線によって区切られている領域にマトリクス状に
配列された複数の画素、
を含む液晶表示装置を駆動する装置であって、
　外部から入力される色信号と、データ制御信号と、ゲート制御信号とを出力するタイミ
ング制御部、
　ゲート制御信号に応じてゲートオンパルスを前記複数のゲート線に順番に印加して、前
記複数の画素のスイッチング素子を順番にオンにするゲートドライバー、及び、
　データ制御信号に応じて、前記色信号に該当するデータ信号を、その極性を反転させな
がら前記複数のデータ線に順番に印加するデータドライバー、
を含み、
　ゲート制御信号は、
　ゲートオンパルスの出力時刻を制御するための信号であって、データ信号の極性が反転
するときに合わせて印加されるパルスのパルス周期は、そのデータ信号に続く同じ極性の
データ信号に合わせて印加されるパルスのパルス周期よりも大きい値に調整されるゲート
選択信号と、
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　前記データ信号の極性が反転するときに合わせて印加されるゲートオンパルスの幅を限
定するゲートオンイネーブル信号と、
　ゲートオンパルスの出力開始を知らせる垂直同期開始信号と、
を含み、
　前記タイミング制御部は、前記ゲートドライバーを制御し、
　データ信号の極性が反転する時にだけ、ゲートオンイネーブル信号のパルスを生成し、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパル
スを、前記ゲートオンイネーブル信号のパルスの終端エッジと、前記データ信号の極性が
反転するときに合わせて印加される前記ゲート選択信号のパルス周期の終端エッジと、に
応じて生成し、
　そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加されるゲートオ
ンパルスを、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせて印加される前記ゲー
ト選択信号のパルス周期の先端エッジ及び終端エッジに応じて生成することにより、前記
データ信号の極性が反転する時に合わせてゲート線に印加されるゲートオンパルスの幅を
、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加される他のゲー
トオンパルスの幅より大きくする、
液晶表示装置の駆動装置。
【請求項２】
　スイッチング素子を備え、マトリクス状に配列された複数の画素と、
　前記複数の画素のスイッチング素子にゲートオンパルスを伝達する複数のゲート線と、
　データ信号を前記複数の画素のスイッチング素子に伝達する複数のデータ線と、
を含み、前記複数のデータ線のそれぞれにデータ信号のパルスを続けて２以上印加するご
とにデータ信号の極性を反転させる液晶表示装置を駆動する方法であって、
　外部から色信号と、前記色信号を制御するためのタイミング信号とを受ける段階、
　前記タイミング信号に基づいて、前記色信号に対応するデータ信号の印加時期を示すロ
ード信号を生成する段階、
　前記ロード信号に合わせて前記色信号に対応するデータ信号を、該当するデータ線に供
給する段階、
　前記タイミング信号に基づいて、ゲートオンパルスを制御するためのゲート制御信号を
生成する段階、
　前記ゲート制御信号に従って、前記複数のゲート線に順番にゲートオンパルスを印加す
る段階、
を含み、
　前記ゲート制御信号は、
　ゲートオンパルスの出力時刻を制御するための信号であって、データ信号の極性が反転
するときに合わせて印加されるパルスのパルス周期は、そのデータ信号に続く同じ極性の
データ信号に合わせて印加されるパルスのパルス周期よりも大きい値に調整されるゲート
選択信号と、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせて印加されるゲートオンパルスの幅を限
定するゲートオンイネーブル信号と、
を含み、
　データ信号の極性が反転する時にだけ、ゲートオンイネーブル信号のパルスを生成し、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパル
スを、前記ゲートオンイネーブル信号のパルスの終端エッジと、前記データ信号の極性が
反転するときに合わせて印加される前記ゲート選択信号のパルス周期の終端エッジと、に
応じて生成し、
　そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加されるゲートオ
ンパルスを、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせて印加される前記ゲー
ト選択信号のパルス周期の先端エッジ及び終端エッジに応じて生成することにより、前記
データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパルスの幅
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を、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加される他のゲ
ートオンパルスの幅より大きくする、
液晶表示装置の駆動方法。
【請求項３】
　データ電圧の極性が変わる直前に印加されたゲートオンパルスの立ち下がりの後に次の
ゲートオンパルスを立ち上げる、請求項２に記載の液晶表示装置の駆動方法。
【発明の詳細な説明】
【０００１】
【発明の属する技術分野】
本発明は液晶表示装置及びその駆動方法、特にデータ信号の極性反転方式の改良に関する
。
【０００２】
【従来の技術】
一般に液晶表示装置は、偏光子が装着された二つの表示板の間に注入されている異方性誘
電率を有する液晶物質に電界を印加して表示板を透過する光の量を調節し、これによって
所望の画像を表示する表示装置である。このような液晶表示装置は行列形態に配列された
複数の画素と、画素にゲート信号を伝達するための複数の行方向ゲート線と、画素にデー
タ信号を伝達するための複数の列方向データ線とを含む。各画素は協働して電界を生成す
る画素電極及び共通電極と両極間の液晶層などからなる液晶蓄電器と、これに連結された
スイッチング素子を含む。各スイッチング素子は各々一つのゲート線と一つのデータ線に
連結され、ゲート信号によってターンオンまたはオフされて画素電極にデータ信号を伝達
する。液晶層に印加される電界の大きさは共通電極に印加される共通電極信号の電圧（以
下、共通電圧と言う）とデータ信号電圧（以下、データ電圧と言う）の差に対応する。共
通電極は画素電極とは異なる表示板に形成されることも、同一な表示板に形成されること
も可能である。
【０００３】
このような液晶表示装置では、ゲート線に順次にゲートオン電圧を印加すればこのゲート
線に連結されたスイッチング素子がターンオンされる。これと同時に、ターンオンされた
スイッチング素子に連結されたデータ線に該当データ電圧を印加すれば、データ電圧はタ
ーンオンされたスイッチング素子を通って該当画素行の各画素電極に印加される。このよ
うな方式で全てのゲート線にゲートオン電圧を印加して全ての画素行にデータ電圧を供給
し、一巡する期間が一フレームとなる。
【０００４】
【発明が解決しようとする課題】
しかし、液晶物質はその特性上同一方向の電界が持続的に印加されるようになると劣化す
る問題点があるため、共通電圧に対するデータ電圧の極性を反転させて電界の方向を随時
に変える必要がある。
【０００５】
データ電圧の極性を反転させる方式は様々にあるが、画素単位で極性を反転させるドット
反転、行単位で極性を反転させるライン反転などがその例である。ところが、ドット反転
の場合には、コンピュータ液晶モニターでウィンドーの終了画面など中間階調画面を表示
する時に画面揺れ現象が激しく現れる問題点があるだけでなく、隣接する画素行の電圧極
性が反対であるためにデータ線に沿って流れる信号が毎行ごとに遅延され充電率が減少す
る現象が現れる。ｎ－ライン反転の場合にはドット反転の場合より信号遅延や充電率減少
現象が少ないことはあるが、極性が変わる行ごとに信号遅延及び充電率減少問題が現れる
という問題点がある。
【０００６】
本発明の技術的課題は、このような従来の問題点を解決するためのものであって、ライン
反転の如く、複数のデータ信号をひとまとめとして反転駆動される液晶表示装置の充電率
を高めることである。
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【０００７】
　ゲートオンパルスを受ける複数のゲート線、
　データ信号を受ける複数のデータ線、及び、
　前記複数のゲート線と前記複数のデータ線に連結されているスイッチング素子を含み、
前記複数のゲート線と前記複数のデータ線によって区切られている領域にマトリクス状に
配列された複数の画素、
を含む液晶表示装置を駆動する装置であって、
　外部から入力される色信号と、データ制御信号と、ゲート制御信号とを出力するタイミ
ング制御部、
　ゲート制御信号に応じてゲートオンパルスを前記複数のゲート線に順番に印加して、前
記複数の画素のスイッチング素子を順番にオンにするゲートドライバー、及び、
　データ制御信号に応じて、前記色信号に該当するデータ信号を、その極性を反転させな
がら前記複数のデータ線に順番に印加するデータドライバー、
を含み、
　ゲート制御信号は、
　ゲートオンパルスの出力時刻を制御するための信号であって、データ信号の極性が反転
するときに合わせて印加されるパルスのパルス周期は、そのデータ信号に続く同じ極性の
データ信号に合わせて印加されるパルスのパルス周期よりも大きい値に調整されるゲート
選択信号と、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせて印加されるゲートオンパルスの幅を限
定するゲートオンイネーブル信号と、
　ゲートオンパルスの出力開始を知らせる垂直同期開始信号と、
を含み、
　前記タイミング制御部は、前記ゲートドライバーを制御し、
　データ信号の極性が反転する時にだけ、ゲートオンイネーブル信号のパルスを生成し、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパル
スを、前記ゲートオンイネーブル信号のパルスの終端エッジと、前記データ信号の極性が
反転するときに合わせて印加される前記ゲート選択信号のパルス周期の終端エッジと、に
応じて生成し、
　そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加されるゲートオ
ンパルスを、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせて印加される前記ゲー
ト選択信号のパルス周期の先端エッジ及び終端エッジに応じて生成することにより、前記
データ信号の極性が反転する時に合わせてゲート線に印加されるゲートオンパルスの幅を
、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加される他のゲー
トオンパルスの幅より大きくする、
液晶表示装置の駆動装置。
【０００８】
　スイッチング素子を備え、マトリクス状に配列された複数の画素と、
　前記複数の画素のスイッチング素子にゲートオンパルスを伝達する複数のゲート線と、
　データ信号を前記複数の画素のスイッチング素子に伝達する複数のデータ線と、
を含み、前記複数のデータ線のそれぞれにデータ信号のパルスを続けて２以上印加するご
とにデータ信号の極性を反転させる液晶表示装置を駆動する方法であって、
　外部から色信号と、前記色信号を制御するためのタイミング信号とを受ける段階、
　前記タイミング信号に基づいて、前記色信号に対応するデータ信号の印加時期を示すロ
ード信号を生成する段階、
　前記ロード信号に合わせて前記色信号に対応するデータ信号を、該当するデータ線に供
給する段階、
　前記タイミング信号に基づいて、ゲートオンパルスを制御するためのゲート制御信号を
生成する段階、
　前記ゲート制御信号に従って、前記複数のゲート線に順番にゲートオンパルスを印加す
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る段階、
を含み、
　前記ゲート制御信号は、
　ゲートオンパルスの出力時刻を制御するための信号であって、データ信号の極性が反転
するときに合わせて印加されるパルスのパルス周期は、そのデータ信号に続く同じ極性の
データ信号に合わせて印加されるパルスのパルス周期よりも大きい値に調整されるゲート
選択信号と、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせて印加されるゲートオンパルスの幅を限
定するゲートオンイネーブル信号と、
を含み、
　データ信号の極性が反転する時にだけ、ゲートオンイネーブル信号のパルスを生成し、
　前記データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパル
スを、前記ゲートオンイネーブル信号のパルスの終端エッジと、前記データ信号の極性が
反転するときに合わせて印加される前記ゲート選択信号のパルス周期の終端エッジと、に
応じて生成し、
　そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加されるゲートオ
ンパルスを、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせて印加される前記ゲー
ト選択信号のパルス周期の先端エッジ及び終端エッジに応じて生成することにより、前記
データ信号の極性が反転するときに合わせてゲート線に印加されるゲートオンパルスの幅
を、そのデータ信号に続く同じ極性のデータ信号に合わせてゲート線に印加される他のゲ
ートオンパルスの幅より大きくする、
液晶表示装置の駆動方法。
【００２６】
【発明の実施の形態】
以下、通常の知識を有する者が本発明を容易に実施できるように本発明の実施例について
添付した図面を参考として説明する。しかし、本発明は様々な形態で実現でき、これらの
実施例に限定されない。同一な機能を有する部分または要素には同一符号を使用すること
もある。
【００２７】
図１は本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【００２８】
図１に示したように、本発明の実施例による液晶表示装置は液晶パネル１００と、これに
連結されたゲートドライバー２００及びデータドライバー３００と、これらを制御するタ
イミング制御部４００とを含む。
【００２９】
液晶パネル１００は複数の信号線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn、Ｄ1、Ｄ2、……、Ｄm）とこれ
に連結された複数の画素を含み、各画素は信号線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn、Ｄ1、Ｄ2、…
…、Ｄm）に連結されたスイッチング素子（Ｑ）とこれに連結された液晶蓄電器（ＣL）を
含む。信号線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn、Ｄ1、Ｄ2、……、Ｄm）は走査信号であるゲート信
号を伝達するため行方向にのびている複数の走査信号線であるゲート線（Ｇ1、Ｇ2、……
、Ｇn）と、画像信号であるデータ信号を伝達するため列方向にのびている画像信号線で
あるデータ線（Ｄ1、Ｄ2、……、Ｄm）とを含む。スイッチング素子（Ｑ）は三端子素子
であって、その制御端子はゲート線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn）に連結されており、残り二
つの電流端子のうちの一つはデータ線（Ｄ1、Ｄ2、……、Ｄm）に、他の一つは液晶蓄電
器（ＣL）に連結されている。図１はスイッチング素子の例としてＮｃｈ型モス（ＮＭＯ
Ｓ）トランジスタを示しており、このモストランジスタは実際工程で非晶質シリコンまた
は多結晶シリコンをチャンネル層とする薄膜トランジスタで実現される。液晶蓄電器（Ｃ

L）はスイッチング素子に連結されて画素信号（データ信号）が印加される画素電極と共
通電圧が印加される共通電極を両極端子とし、画素電極と共通電極の間に入っている液晶
物質は誘電体として機能する。液晶分子は画素電極と共通電極が生成する電界によってそ
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の配列を変え、これにより液晶層を通過する光の偏光が変化する。このような偏光の変化
は液晶パネル１００に付着された偏光子（図示せず）によって光の透過率変化に変換され
る。
【００３０】
ゲートドライバー２００及びデータドライバー３００は各々複数のゲート駆動集積回路及
びデータ駆動集積回路からなるが、チップの形態で液晶パネル１００の外部に別に存在し
たり液晶パネル１００上に装着されることも可能であり、信号線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn

、Ｄ1、Ｄ2、……、Ｄm）及び薄膜トランジスタ（Ｑ）と同じ工程で同時に液晶パネル１
００上に形成することも可能である。ゲートドライバー２００及びデータドライバー３０
０は液晶パネル１００のゲート線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn）及びデータ線（Ｄ1、Ｄ2、…
…、Ｄm）に各々連結されてゲート信号及びデータ信号を印加する。これらドライバー２
００、３００は、液晶パネル１００の外部に存在する印刷回路基板（図示せず）に具備さ
れりており、これらに連結されたタイミング制御部４００によって制御されるが、これの
詳細は以下に説明する。
【００３１】
タイミング制御部４００は外部のグラフィック制御部（図示せず）からＲＧＢ色信号（Ｒ
[０:Ｎ]、Ｇ[０:Ｎ]、Ｂ[０:Ｎ]、[０:Ｎ]は０番からＮ番までの（Ｎ＋１）ビット構成で
あるデジタル信号を示す）及びその表示を制御するタイミング信号、例えば、垂直同期信
号（Ｖｓｙｎｃ）と水平同期信号（Ｈｓｙｎｃ）、メインクロック（ＭＣＬＫ）、データ
イネーブル信号（ＤＥ）などの提供を受ける。タイミング制御部４００はタイミング信号
に基づいてゲート制御信号及びデータ制御信号を生成した後、ゲート制御信号はゲートド
ライバー２００に、色信号（Ｒ[０:Ｎ]、Ｇ[０:Ｎ]、Ｂ[０:Ｎ]）とデータ制御信号はデ
ータドライバー３００に送られる。
【００３２】
ゲート制御信号はゲートオンパルス（ゲート信号のハイ区間）の出力開始を知らせる垂直
同期開始信号（ＳＴＶ）、ゲートオンパルスの出力時期を制御するゲート選択信号（ＣＰ
Ｖ）及びゲートオンパルスの幅を限定するゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）などを含む
。データ制御信号は色信号の入力開始を知らせる水平同期開始信号（ＳＴＨ）と、データ
線への該当データ電圧の印加指示をするロード信号（ＬＯＡＤまたはＴＰ）及びデータク
ロック信号（ＨＣＬＫ）などを含む。
【００３３】
垂直同期開始信号（ＳＴＶ）を受けたゲートドライバー２００はゲート選択信号（ＣＰＶ
）に合せてゲート線（Ｇ1、Ｇ2、……、Ｇn）に順次にゲートオンパルスを印加してこれ
に連結されたスイッチング素子を順次にターンオンさせる。この時ゲートオンパルスの幅
はゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）によって決められる。一方、データドライバー３０
０は水平同期開始信号（ＳＴＨ）を受ければデータクロック信号（ＨＣＬＫ）に合せて入
力される色信号（Ｒ[０:Ｎ]、Ｇ[０:Ｎ]、Ｇ[０:Ｎ]）を該当するアナログデータ信号に
変換してシフトレジスター（図示せず）に保存し、ロード信号（ＬＯＡＤ）のパルスを受
ければ該当データ線に印加する。そうすると、アナログデータ信号は該当データ線に連結
されターンオンされたスイッチング素子を通って各画素に印加される。
【００３４】
この時データ信号の極性は二行またはそれ以上の行ごとに反転し、ゲートオンパルスの幅
は行別に異なる。具体的にはデータ信号の極性が反転される最初の画素行に印加されるゲ
ートオンパルス幅は他の行に印加されるパルス幅より大きい。例えば、４－ライン反転で
、（８ｉ+１）番目（ｉ=０、１、２、……）乃至（８ｉ+４）番目行の極性が陽であり、
（８ｉ+５）番目乃至（８ｉ+８）番目行の極性が陰であれば、（８ｉ+１）、（８ｉ+５）
、（８ｉ+９）、……、つまり、（４ｊ+１）番目（ｊ=０、１、２、……）行に印加され
るゲートオンパルスの幅が残りの行のパルス幅より広い。残り行のパルス幅は通常の幅よ
り小さいこともある。
【００３５】
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このようにすると充分な液晶充電時間を与えられなくても、充電率が減少する極性反転最
初行の充電率を増加させることができる。一方、上下に隣接した画素に入力されるデータ
信号は殆ど同一であるため、データ信号の極性が反転される最初画素行のデータ信号歪曲
が問題となるだけである。よって、他の画素行のデータ信号歪曲は無視することができる
ので、本発明のように極性反転後の最初行だけを補正すれば充分である。
【００３６】
一方、前述したようにゲートオンパルスはゲート選択信号（ＣＰＶ）に合せて生成され、
ゲートオンパルスの幅はゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）によって決められる。つまり
、ゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）がローである時、つまり、イネーブル区間でだけゲ
ート信号がハイになることがある。したがって、ゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）のロ
ー区間の長さであるパルス（ゲート信号がハイ区間）間隔を変更することによってゲート
オンパルスのパルス幅を調節することができる。その例を図２と図３を参考として詳細に
説明する。
【００３７】
図２及び図３は各々本発明の第１及び第２実施例による液晶表示装置のゲート制御信号（
ＳＴＶ、ＣＰＶ、ＯＥ）、データ制御信号（ＬＯＡＤ）及び各ゲート線（Ｇ1、Ｇ2、……
、Ｇn）に印加されるゲート信号（ｇ1、ｇ2、……、ｇn）の波形図であって、２ｋ（ｋ=
１、２、……）番目ゲート線ごとに極性が反転される２－ライン反転駆動方式を採択した
場合である。
【００３８】
図２に示したように、第１実施例ではゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）のパルス（ハイ
区間：以下、"ゲートオンイネーブルパルス"と言い、ゲートオンイネーブル信号と同一な
図面符号を使用する）の周期または幅と間隔を調節してゲートオンパルスの幅を調整する
。つまり、２ｋ番目ゲート線に印加した後に生成されるゲートオンイネーブルパルス（Ｏ
Ｅ）（円で表示する）の幅を通常の幅より大きくし、大きくなった分、ゲートオンパルス
の生成時期を遅らせればゲートオンイネーブルパルス（ＯＥ）の間の間隔が大きくなって
ゲートオンパルスの幅が小さくなる。反対に、ゲートオンパルスを（２ｋ－１）番目ゲー
ト線に印加した後に発生するゲートオンイネーブルパルス（ＯＥ）の幅を通常の幅より小
さくしたり、小さくした分、ゲートオンパルスの発生時期を早くすれば、ゲートオンイネ
ーブルパルス（ＯＥ）の間の間隔が小さくなってゲートオンパルスの幅が大きくなる。
【００３９】
図３に示したように、本発明の第２実施例ではゲート選択信号（ＣＰＶ）のパルス（ハイ
区間：以下、"ゲート選択パルス"と言い、ゲート選択信号と同一な図面符号を使用する）
の周期、または幅及び間隔を広くしたり減らし、それに合せてゲートオンイネーブル信号
（ＯＥ）のロー区間の幅を広くしたり減らすことによってゲートオンパルスのパルス幅を
調節する。つまり、２ｋ番目ゲート線に印加されるゲートオンパルスに対応するゲート選
択パルス（ＣＰＶ）の周期（ｔe）を通常の周期より大きくすると該当するゲートオンイ
ネーブル信号（ＯＥ）のロー区間の幅もこれに合せて大きくなり、該当ゲートオンパルス
の幅が広くなる。反対に、（２ｋ－１）番目ゲート線に印加されるゲートオンパルスに対
応するゲート選択パルス（ＣＰＶ）の周期（ｔo）を通常の周期より小さくして該当する
ゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）のロー区間の幅もこれに合せて小さくすると、該当ゲ
ートオンパルスの幅が減る。
【００４０】
ところが、ここではゲート選択パルス（ＣＰＶ）の間の間隔が一定でなくて異なるので、
図３に示したようにこれに連動してロード信号（ＬＯＡＤ）のパルス（ハイ区間：以下、
"ロードパルス"と言ってロード信号と同一な図面符号を使用する）の発生時点も変わるこ
とが好ましい。
【００４１】
第１及び第２実施例の方法は２－ライン反転の場合だけでなく、３－ライン、４－ライン
その他などの多重ライン反転の場合にも適用できる。つまり、極性が反転される最初行に
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該当するゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）のイネーブル区間、つまり、ロー区間の幅を
大きくして他の行のロー区間の幅は狭くすることによってその行の充電時間を十分に確保
することができる。
【００４２】
以上のように、前記二つの実施例のように、ライン反転方式でゲートオンイネーブル信号
（ＯＥ）によってゲート信号のハイ区間を制御する。つまり、ゲートオンイネーブル信号
（ＯＥ）がローである時にだけゲート信号がハイになるようにし、隣接した二つのゲート
オンパルス、つまり、ゲート信号のハイ区間の間にゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）の
ハイ区間をおいて、直前のゲート線に印加されるゲートオンパルスを遮断した後に現在の
ゲート線にゲートオンパルスを印加する。
【００４３】
このようにゲートオンパルスの間に所定の時間をおく理由は、このようにしないと隣接す
る二つのゲート線に印加されるゲートオンパルスが重なることがあり、このようになると
二つの行の画素に同時に同一なデータ信号が印加されて所望の画像を得ることが難しいた
めである。
【００４４】
しかし、前述したように、上下に隣接した画素に入力されるデータ信号は殆ど同一である
ために、極性が同一な隣接行の場合は同一な信号が印加されても特別な問題がない。しか
し、データ信号の極性が反転される境界にある二つの行に同一なデータ信号が印加される
場合には隣接信号間の差が大きいため画像が歪曲される等の問題が深刻となる。
【００４５】
したがって、データ信号の極性が変わる二つの行のゲート信号の間にだけゲートオンイネ
ーブル信号（ＯＥ）のハイ区間をおいて、残り行の間にはこれを置かないことにより残り
行の充電時間を延ばすことができる。
【００４６】
このような点に着眼した本発明の第３実施例による液晶表示装置の駆動方法について図４
乃至図６を参考にして説明する。
【００４７】
図４は本発明の第３実施例による４－ライン反転液晶表示装置の駆動信号の波形図であっ
て、４ｉ番目から[４（ｉ+１）+１]番目行のゲート信号とデータ信号が示されている。
【００４８】
通常のデータ信号の幅をαとし、切れ目なく伝送されると仮定すると、極性が同一な一束
の画素行、つまり、極性が同一な４個の画素行に印加されるデータ信号（ＤＡＴＡ）の幅
の合計は４αとなる。本実施例ではこの４個の画素行に印加されるデータ信号（ＤＡＴＡ
）の幅の合計を４αという一定値に維持したまま極性が反転された最初の行に印加される
データ信号（ＤＡＴＡ）の幅を（α+３γ）とし、第２乃至第４番目行に印加されるデー
タ信号（ＤＡＴＡ）の幅は各々（α－γ）とする。ここでγは補正幅である。これにより
１ライン当りの走査時間が変化しても、４ライン合計値が基準値を維持できるし、最初の
行の充電不足を隣接行のデータ信号で補充できる。
【００４９】
また、極性が反転される最初の行のゲート線に印加されるゲート信号（ｇ4i+1）のハイ区
間幅は（α+３γ－ＯＥH）であり、（ＯＥHはＯＥ信号のハイ区間の幅）、第２乃至第４
番目ゲート線に印加されるゲート信号（ｇ4i+2、ｇ4i+3、ｇ4(i+1)）のハイ区間幅は各々
（α－γ）とする。
【００５０】
そしてゲートオンイネーブル信号（ＯＥ）のハイ区間は極性が変わる時点、つまり、ゲー
トオン信号（ｇ4i）のハイ区間とゲートオンパルス（ｇ4i+1）のハイ区間の間にだけ発生
し、その他の区間では発生しない。
【００５１】
第２実施例と同じ信号で駆動する４－ライン反転液晶表示装置の場合には、毎４行ごとに
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充電時間が（４α－４ＯＥH）であるが、本実施例の場合には（４α－ＯＥH）であるので
画素の充電時間が長くなる。
【００５２】
図５及び図６には図４のゲート信号を生成するための多様な信号の波形がその例として示
されている。
【００５３】
図５と図６に示したように、データ信号（ＤＡＴＡ）の幅はデータドライバー３００に印
加されるロード信号（ＴＰ）のパルス発生時点を調節することによって変更する。つまり
、極性が反転される最初の行と第２行のロードパルス（ＴＰ）の間の間隔を（α+３γ）
とし、第２行と第３行、第３行と第４行、そして第４行とその次の最初行の間の間隔は各
々（α－γ）とする。
【００５４】
またゲート選択信号（ＣＰＶ）も変更されなければならないが、本実施例のように４－ラ
イン反転の場合（４ｉ+１）番目行（最初の行）に該当するパルス周期は通常のパルス周
期より大きくし、残りの行に該当するパルス周期は通常のパルス周期より小さくする。
【００５５】
このような駆動のためには図５と図６の二つの方法があり得る。
【００５６】
図５の場合はタイミング制御部４００に提供されるデータイネーブル信号（ＤＥ）を変更
せずそのまま使用するので、イネーブル区間（ハイ区間）及びディスエーブル区間（ロー
区間）が一定な場合である。この場合、極性が反転される最初の行のデータ信号の幅がデ
ータイネーブル信号（ＤＥ）の一つのイネーブル区間だけ入るように設計しなければなら
ないので、α+３γ<Ｅ+２Ｄ（Ｅ、Ｄは各々ＤＥ信号のイネーブル区間及びディスエーブ
ル区間の幅）である関係が満たされることが好ましい。また、通常の設計でデータイネー
ブル信号（ＤＥ）のイネーブル区間の幅（Ｅ）はデータ信号の幅（α）より小さい（Ｅ<
α）。したがって
Ｅ+３γ<α+３γ<Ｅ+２Ｄ
である関係が成立し、これにより、
３γ<２Ｄ
である関係が満たされることが良い。
【００５７】
一般にＳＸＧＡ級解像度を有する液晶表示装置でデータイネーブル信号（ＤＥ）のディス
エーブル区間は３．５μｓ程度であるので（３γ<７μｓ）を満たす範囲で補正幅（γ）
を定めればよい。
【００５８】
図６ではタイミング制御部４００が供給を受けたデータイネーブル信号（ＤＥ）のディス
エーブル区間の幅を調節し、これにより水平同期開始信号（ＳＴＨ）のパルス発生時点も
調節する方法を使用する。つまり、図６に示したように、極性が変わる最初の行のデータ
イネーブル信号（ＤＥ）のイネーブル区間左右のディスエーブル区間の幅（Ｄ1）は補正
幅（γ）によって大きくし、ディスエーブル区間の幅（Ｄ2）は小さくする。このために
はタイミング制御部４００内に所定のラインメモリを備えて色信号を適当な時間間隔ほど
強制的にシフトすることが好ましい。
【００５９】
図６の例の長所は補正幅（γ）を自由に設定することができることである。つまり、極性
が反転される最初行のデータ信号の充電時間を必要に応じて増やすことができる長所があ
る。第１行データと第２行データの差により、γ値を調整することも可能であり、このた
めのタイミング回路は差動アンプと積分器などで容易に構成できる。
【００６０】
このように第３実施例では極性が反転される境界部分の二つの画素行に印加されるゲート
オンパルスの間にだけ間隔をおいて残りパルスの間には間隔をおかなかったが、残りパル
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スが重なるようにすることもできる。これは前述したように、上下に隣接した画素に入力
されるデータ信号は殆ど同一であるために、極性が同一な隣接行の場合は隣接信号が印加
されても特別な問題がないために可能である。これを図７及び図８を参考として説明する
。
【００６１】
図７は本発明の第４実施例による４－ライン反転液晶表示装置の駆動信号の波形図であっ
て、４ｉ番目から[４（ｉ+１）+１]番目行のゲート信号とデータ信号が示されている。
【００６２】
図５と同様に極性が同一な四つの画素行に印加されるデータ信号（ＤＡＴＡ）の幅を４α
に一定に維持したまま極性が反転された最初の行に印加されるデータ信号（ＤＡＴＡ）の
幅を（α+３γ）とし、第２乃至第４番目行に印加されるデータ信号（ＤＡＴＡ）の幅は
各々（α－γ）とする。
【００６３】
また、極性が反転される最初の行のゲート線に印加されるゲート信号（ｇ4i+1）のハイ区
間の幅は（α+３γ－ＯＥH）であり、第２乃至第４番目ゲート線に印加されるゲート信号
（ｇ4i+2、ｇ4i+3、ｇ4(i+1)）のハイ区間幅は各々（α+Δｔ1）、（α+Δｔ2）、（α+
Δｔ3）とする。ここで、Δｔ１乃至Δｔ３は同一であることがあり、相違なこともある
。また、極性が反転される境界のある二つの行に印加されるゲート信号（ｇ4i、ｇ4i+1）
のハイ区間の間には間隔があるが、その他のゲート信号のハイ区間は一部重なっている。
つまり、直前のゲート線に印加されるゲート信号がローなる前に次のゲート線に印加され
るゲート信号がハイとなる。このようにすると、第３実施例に比べて画素の充電時間がさ
らに長くなる。
【００６４】
図８には図７のゲート信号を生成するための多様な信号の波形がその例として示されてい
る。
【００６５】
図８には示さなかったが、第３実施例と同様にデータ制御信号（ＤＥ、ＳＴＨ、ＴＰ）と
ゲート選択信号（ＣＰＶ）を生成するので、これについては詳細な説明を省略し、垂直同
期開始信号（ＳＴＶ）とゲートオンイネーブル信号（ＯＥ１、ＯＥ２、ＯＥ３）を利用し
て重畳されたゲートオンパルスを作る過程について説明する。
【００６６】
まず、垂直同期開始信号（ＳＴＶ）のパルスを通常の幅より大きく、例えば、二つのゲー
ト選択パルス（ＣＰＶ）が含まれるように作る。このようにすると二つのゲートオンパル
スが重なるように発生する。
【００６７】
その後、反転単位である四つの行を基準に見る時、ゲートオンパルスは三つの所が重なる
ので三つのゲートオンイネーブル信号（ＯＥ１、ＯＥ２、ＯＥ３）を利用してゲートオン
パルスを制御する。ゲートオンイネーブル信号（ＯＥ１、ＯＥ２、ＯＥ３）は各々１２画
素行を一周期に繰り返され、ＯＥ２はＯＥ１を４行ほどシフトさせた信号であり、ＯＥ３
はＯＥ２から４行ほどシフトさせた信号である。この時、ＯＥｊ（ｊ=１、２、３は（３
ｉ+ｊ）（ｉ=０、１、……）番目ゲート線のオンパルスを遮断する。
【００６８】
以上で説明した本発明の第３及び第４実施例では４－ライン反転を基準に説明したが、一
般的なＮ－ライン反転に全て適用することができるのは自明なことである。例えば、Ｎ－
ライン反転の場合、（Ｎ－１）個のゲートオンイネーブル信号を利用してゲートオンパル
スの幅を制御することができる。
【００６９】
【発明の効果】
前述したように、本発明によれば極性が反転された最初行のゲート線に印加されるゲート
オンパルスの幅を通常より広くすることによってその行の充電率を高める。また極性が反
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転される境界にある二つの行のゲート線に印加されるゲートオンパルスの間に間隔をおく
ことにより二つの行に印加されるデータ信号が重複されないようにする。
【００７０】
前記で発明の好ましい実施例を参照して説明したが、該当技術分野の当業者は特許請求の
範囲に記載された本発明の思想及び領域から逸脱しない範囲内で本発明を多様に修正及び
変更させることができることを理解することができる。
【図面の簡単な説明】
【図１】本発明の実施例による液晶表示装置のブロック図である。
【図２】各々本発明の第１実施例による２－ライン反転液晶表示装置のゲート信号、ゲー
ト制御信号の波形図である。
【図３】各々本発明の第２実施例による２－ライン反転液晶表示装置のゲート信号、ゲー
ト制御信号及びデータ制御信号の波形図である。
【図４】本発明の第３実施例による４－ライン反転液晶表示装置のゲート信号及びデータ
信号の波形図である。
【図５】図４のゲート信号及びデータ信号を生成するための多様な信号の波形図である。
【図６】図４のゲート信号及びデータ信号を生成するための多様な信号の波形図である。
【図７】本発明の第４実施例による４－ライン反転液晶表示装置のゲート信号及びデータ
信号の波形図である。
【図８】図７のゲート信号及びデータ信号を生成するための多様な信号の波形図である。
【符号の説明】
１００　液晶パネル
２００　ゲートドライバー
３００　データドライバー
４００　タイミング制御部（Ｔ－ｃｏｎ）
Ｇ１－Ｇｎ　ゲート線
ｇ１－ｇｎ　ゲート信号
Ｄ１－Ｄｍ　データ線
ＣＬ　液晶畜電器
Ｑ　スイッチング素子
Ｖｃｏｍ　共通電圧
Ｒ[０:Ｎ]　赤色信号[Ｎ＋１ビット：デジタル信号]
Ｇ[０:Ｎ]　緑色信号[Ｎ＋１ビット：デジタル信号]
Ｂ[０:Ｎ]　青色信号[Ｎ＋１ビット：デジタル信号]
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